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読
書
を
心
の
糧
に

　
　
　
　
中
里
村
公
民
館
長
上
村
二
郎

　
あ
る
小
説
が
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に

な
っ
た
り
す
る
と
、
今
度
は
テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
に
姿
を
か
え
て
、
登
場
す
る

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
ま
た

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
見
た
あ
と
で
、
原

作
を
読
ん
で
み
る
場
合
も
あ
り
ま
す

そ
の
場
合
、
わ
た
く
し
は
、
小
説
を

読
ん
で
描
い
た
イ
メ
ー
ジ
が
、
、
テ
レ

ビ
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
わ
さ

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り

ま
し
た
。
小
説
を
読
ん
で
、
人
そ
れ

ぞ
れ
に
描
い
た
美
し
い
想
像
の
世
界

か
ら
、
ど
ぎ
つ
く
構
成
し
な
お
さ
れ

た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
見
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
現
実
の
世
界
へ
引
き
も
ど
さ

れ
て
、
が
っ
か
り
す
る
の
は
、
わ
た

く
し
だ
け
の
経
験
で
は
な
い
よ
う
で

す
。

　
世
の
中
が
忙
し
く
な
っ
て
き
ま
す

と
、
時
間
的
に
も
、
精
神
的
に
も
、

余
裕
を
失
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

忙
し
け
れ
ば
忙
し
い
ほ
ど
、
僅
か
な

時
間
を
見
い
出
し
て
、
袖
望
日
を
心
の
糧

と
し
て
、
豊
か
な
心
を
も
つ
よ
う
に

し
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
名
宰
相
チ
ャ
ー
チ
ル

は
、
絵
を
描
く
宰
相
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
す
ば
ら
し
い
読
書

家
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
議
会
や

閣
議
で
重
大
な
発
言
を
す
る
前
夜
は

ひ
と
り
書
斉
に
こ
も
り
、
愛
読
書
の

数
頁
に
目
を
通
し
、
心
を
静
め
て
か

ら
、
事
に
臨
み
、
決
断
を
下
し
た
そ

う
で
あ
り
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
テ
レ
ビ
は
今
や
私
ど
も

中
里
村
郷
土
研
究
会
発
足

の
日
常
生
活
に
は
、
欠
く
こ
と
の
出

来
な
い
情
報
源
で
あ
り
、
家
庭
に
笑

い
と
、
い
こ
い
を
も
た
ろ
し
て
く
れ

る
。
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。
番
組
の
選
択
が
大
切
な
も

の
と
思
い
ま
す
。

　
公
民
館
に
は
良
書
が
山
の
よ
う
に

あ
り
ま
す
。
貸
出
し
カ
ー
ド
を
拝
見

し
ま
す
と
、
す
ば
ら
し
い
読
書
家
が

多
い
の
に
び
っ
く
り
し
ま
す
。
と
こ

ろ
が
、
わ
た
く
し
ど
も
の
P
R
が
へ

た
な
た
め
で
し
ょ
う
か
、
敬
遠
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
だ
ご
利
用
に

な
っ
て
お
ら
れ
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
一

度
公
民
舘
の
図
書
を
の
ぞ
い
て
見
て

下
さ
い
。
気
に
入
っ
た
本
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
す
ぐ
お
読
み
下
さ
い
。
気

に
入
っ
た
本
が
な
か
っ
た
ら
、
ご
意

見
で
も
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
親
子
文
庫
も
近
い
う
ち
に
発
足
し

ま
す
。
子
ど
も
の
本
と
親
の
本
を
セ

ッ
ト
し
て
貸
出
し
ま
す
。
読
書
を
通

村
内
少
年
球
技
大
会

　
　
　
　
連
P
旗
、
倉
俣
小
へ

　
去
る
八
月
十
一
日
「
村
内
の
小
学

校
五
梗
が
一
堂
に
会
し
、
第
五
回
P

T
A
連
絡
協
議
会
主
催
の
村
内
少
年

球
技
大
会
が
、
炎
天
下
の
も
と
の
田

沢
校
グ
ラ
、
乙
ド
で
、
野
球
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
田
沢
小
体
育
館
で
は
卓
球

と
、
競
技
が
行
な
わ
れ
た
。

　
各
校
と
も
応
援
団
を
く
り
だ
し
、

じ
て
、
親
子
の
対
話
を
は
か
り
、
親

子
の
断
絶
な
ど
と
い
う
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
た
い
も
の
だ
と
考
え
る
の

で
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
、
良
書
を
心
の
糧
と

し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
よ
う
に
、
ご

便
宜
を
は
か
る
の
が
、
公
民
館
の
大

事
な
仕
事
の
一
つ
で
ず
。
せ
っ
か
く

あ
る
施
設
で
す
か
ら
、
有
効
に
ご
利

川
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

　
去
る
八
月
二
十
八
日
、
中
里
村
公
及
び
調
査
研
究

民
館
に
お
い
て
、
中
里
村
郷
土
研
究
　
一
　
研
究
報
告
及
び
、
資
料
集
等
の

会
が
発
足
さ
れ
た
。
こ
の
会
は
、
会
　
　
刊
行

員
相
互
協
力
し
て
、
中
里
村
の
民
俗
＝
　
年
会
の
開
催

考
古
、
歴
史
ぞ
の
他
、
文
化
財
に
つ
　
一
　
そ
の
他
目
的
達
成
に
必
要
な
事

い
て
、
研
究
を
深
め
、
各
種
資
料
を
　
　
な
ど
を
行
な
う
。

収
集
し
、
文
化
遺
産
の
保
護
、
保
存
　
　
な
お
、
会
長
に
関
根
隆
光
氏
、
副

に
つ
と
め
る
と
い
．
つ
事
を
目
的
と
し
会
長
に
、
井
ノ
川
玉
治
氏
、
監
事
に

て
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
　
高
橋
忠
雄
氏
、
幹
事
に
樋
口
和
一
氏

一
　
中
里
の
民
俗
、
考
古
、
歴
史
、
　
の
み
な
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ

　
そ
の
他
の
文
化
財
資
料
の
収
集
、
　
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
青
年
学
級
の
合
唱
コ
日
は
、
夜
八
時
か
ら
楽
器
練
習
で
、

ー
ス
と
し
て
昭
和
四
十
年
に
ス
タ
ー
ア
コ
ー
デ
ォ
ン
を
主
に
練
習
し
て
い

ト
し
て
、
昭
和
四
士
二
年
頃
に
青
年
ま
す
。

学
級
の
コ
ー
ラ
ス
部
と
な
り
、
「
ガ
ま
た
、
木
曜
日
は
コ
ー
ラ
ス
練
習
で

ッ
コ
ゲ
ッ
コ
」
の
名
称
を
つ
け
今
自
　
夜
八
時
か
ら
公
民
館
で
や
っ
て
い
ま

に
至
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
。

こ
の
森
グ
ル
ー
プ
紹
介
①
　
　
ま
た
・
年

は
「
蛙
の
　
「
ガ
ッ
コ
、
ゲ
ッ
コ
」
　
中
行
事
と
し

夜
ま
わ
り
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
夏
に
は

の
歌
詩
の
中
よ
り
引
用
し
た
も
の
で
海
水
浴
、
キ
ャ
ン
プ
、
秋
は
キ
ノ
コ
狩

部
員
数
は
三
十
名
を
越
え
男
性
の
方
り
、
文
化
祭
等
、
冬
は
ク
リ
ス
マ
ス

が
や
や
多
い
が
、
年
令
は
十
七
才
か
パ
ー
テ
ィ
、
な
ど
多
く
の
行
事
を
計

ら
二
十
七
才
と
若
塗
　
　
　
　
　
　
画
し
て
い
ま
す
。
，

繍
習
日
儲
週
二
回
で
、
毎
週
火
曜

夏
休
み
の
一
日
を
楽
し
く
過
し
た

　
　
　
今
年
か
ら
は
、

連
絡
協
議
会
の
会
長
広
田
一
政
さ

ん
が
優
勝
旗
を
寄
贈
さ
れ
、
第
一

回
目
の
連
P
旗
は
、
得
占
バ
・
計
で
、

倉
俣
小
学
校
が
掌
に
し
た
。

　
な
お
、
種
目
別
成
績
は
次
の
と

人
生
往
来

◎
産
声

習駕笛氏
罷警響名

忠新寅父
一　　　の
郎平一名

新本小部
巖鑛原落

　
　
　
　
．
”
・
、
　
一
位
田
沢
小
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
校

　
　
　
　
　
　
　
二
位
倉
堺
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
校

　
　
　
　
　
　
　
三
位
高
道
山
小

　
　
　
　
へ
ぬ

　
　
　
嘉
　
　
学
校

　
　
　
　
’
赫

　
　
　
　
　
　
　
ソ
フ
ト
ボ
ロ
ル

　
　
　
　
『
鉱
女
野
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
校

　
　
　
　
欝
　
三
位
　
貝
野
小
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
校

　
　
　
　
難

　
　
　
　
　
　
△
卓
球
（
個
人
）

　
　
　
　
　
　
　
一
位
倉
俣
小

　
　
　
　
　
　
　
（
山
田
寛
信
君
）

　
　
　
　
　
　
一
一
位
倉
俣
小

　
　
　
　
　
　
　
（
桑
原
勇
君
）

　
　
　
　
　
　
三
位
清
津
峡
小

笹
》
》
》
》
》

◎
局
砂

　
新
郎
樋
口
喜
三
　
　
（
二
六
）
荒
屋

　
新
婦
滝
沢
と
み
子
2
二
）
通
り
山

◎
昇
天

　
　
　
名
　
年
令
　
部
落

鈴
木
思
一
　
（
六
六
）
　
倉
俣

鈴
木
已
男
作
（
四
二
）
　
　
角
　
間

樋
口
正
治
　
　
（
六
一
）
　
　
干
　
溝

村
山
正
治
　
（
四
二
）
　
　
東
田
沢

村
山
シ
ン
　
　
（
六
五
）
　
　
程
　
島

高
野
恭
治
　
　
（
八
六
）
　
　
白
羽
毛

樋
口
五
三
郎
（
九
〇
）
　
干
溝
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カッコ、内は前月との比較

r
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；
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日
円
”

戸
D
　
5
・

－
　
け
P
”

　
　
立
口
。

回
　
　
“

　
　
－
”

－
　
　
　
”

月
価
”

毎
｛
疋
髄

　
　
　
”

第
五
回
定
例
村
議
会
開
く

　
　
　
　
　
一
般
会
計

　
　
　
　
　
補
正
予
算
千
六
百
八
十
三
万
九
千
円

　
去
る
九
月
十
四
日
、
午
前
九
時
よ

り
、
役
場
議
場
に
お
い
て
第
五
回
定

例
村
議
会
が
、
会
期
一
日
の
日
程
で

開
か
れ
、
中
里
村
土
地
開
発
基
金
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
、
中
里
村
土
地

取
得
特
別
会
計
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、
中
里
村
教
育
委
員
会
の
委
員
の

任
命
に
つ
い
て
、
新
溝
県
消
防
団
員

季
節
の
顔

　
　
　
初
秋
の
朝

　
　
ザ
ク
、
ザ
ク
、
ザ
ク

　
　
初
秋
め
朝

　
　
ま
だ
、
露
が
あ
が
ら
な
い

　
　
左
手
に
し
っ
か
り
に
ぎ
っ
た

　
　
稲
穂
が
重
い

　
　
右
手
に
、
に
ぎ
っ
た
鎌
の

　
　
切
れ
味
が
よ
い

　
　
黄
金
（
こ
が
ね
）
色
の

　
　
稲
穂
が
波
う
つ

　
　
ザ
ク
、
ザ
ク
、
ザ
ク

　
　
空
が
青
い
　
空
が
高
い

　
　
澄
み
き
っ
た
空

　
　
作
業
が
進
む

　
　
稲
穂
が
歌
・
つ

　
　
ザ
ク
、
ザ
ク
、
ザ
ク

　
　
稲
束
を
背
負
っ
て
運
ぶ

　
　
背
で
稲
穂
が
さ
さ
や
く

　
　
ザ
ク
、
ザ
ク
、
ザ
ク

等
公
償
組
合
規
約
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
、
十
日
町
地
域
広
域
市
町
村
圏

協
議
会
の
設
置
に
つ
い
て
、
中
里
村

総
合
計
画
の
基
本
構
想
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て
、
中
里
村
本
屋
敷
地
区

土
地
改
良
事
業
の
村
営
施
行
に
つ
い

て
、
中
里
村
倉
俣
地
区
土
地
改
良
事

業
の
村
営
施
行
に
つ
い
て
、
中
里
村

地
域
土
地
改
良
嚢
の
村
魔
行
に

つ
い
て
、
昭
和
四
十
六
年
度
中
里
村

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
昭

和
四
十
六
年
度
中
里
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、

昭
和
四
十
六
年
度
中
里
村
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

請
願
に
つ
い
て
、
な
ど
慎
重
に
審
議

し
、
一
件
（
中
里
村
総
合
計
画
）
だ

け
継
続
審
議
、
他
は
い
ず
れ
も
、
原

案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
付
議
事
件
の
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
。

◎
予
算
関
係

　
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
歳
入
に

お
い
て
は
、
村
税
四
百
五
十
一
万
八

千
円
、
自
動
車
取
得
税
交
付
金
、
五

十
六
万
四
千
円
、
地
方
交
付
税
六
百

万
二
千
円
、
県
支
出
金
、
百
七
十
六

万
四
千
円
、
こ
れ
は
、
血
液
対
策
推

進
事
業
補
助
金
四
万
円
、
農
林
水
産

業
費
補
助
金
百
六
十
四
万
九
千
円
、

親
子
文
庫
補
助
金
七
万
五
千
円
、
財

産
収
入
一
万
円
、
こ
れ
は
有
価
証
券

償
還
金
電
話
債
券
、
繰
入
金
五
百
二

十
万
円
、
こ
れ
は
、
国
民
年
金
印
紙

購
買
基
金
繰
入
金
、
二
十
万
円
、
財

政
調
整
基
金
取
り
く
ず
し
五
百
万
円

　
歳
出
の
面
で
は
、
総
務
費
五
百
六

十
五
万
三
千
円
、
こ
れ
は
一
般
管
理

費
五
十
万
円
、
財
産
管
理
費
五
百
万

円
、
企
画
費
十
五
万
三
千
円
、
民
王

費
三
十
万
円
、
こ
れ
は
国
民
年
金
印

紙
購
買
基
金
、
二
十
万
円
、
保
育
所

建
設
敷
地
十
万
円
、
衛
生
費
四
士
一

万
八
千
円
。

　
農
林
水
産
業
費
三
百
一
万
五
千
円

土
木
費
三
百
七
十
四
万
八
千
円
、
こ

れ
は
土
木
管
理
費
二
十
九
万
九
千
円

道
路
橋
梁
費
三
百
二
十
四
万
九
千
円

河
川
費
二
十
万
円
、
消
防
費
九
万
一

千
円
、
教
育
費
二
百
三
十
八
万
円
こ

れ
は
教
育
総
務
費
三
万
六
千
円
、
小

学
校
費
百
二
十
九
万
二
千
円
中
学
校

費
七
十
五
万
二
千
円
、
社
会
教
育
費

二
十
四
万
七
千
円
、
保
健
体
育
費

五
万
三
千
円
、
災
害
復
旧
費
百
二
十

二
万
四
千
円
で
あ
る
。

村
議
会
議
員
選
挙

　
　
投
票
日
は
1
0
月
31
日

中
里
村
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
十

一
月
十
九
日
現
議
員
の
任
期
が
満
了

と
な
る
た
め
、
来
た
る
十
月
三
十
一

日
に
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
を
執
行

す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
昭
和
三
十
年
に
中
里
村
発
足
以
来

第
五
回
目
の
改
選
で
あ
る
が
、
激
し

く
移
り
ゆ
く
、
社
会
情
勢
に
対
処
し

て
中
里
村
の
発
展
を
推
進
す
る
た
め

に
、
真
に
村
民
の
付
託
に
こ
た
え
て

く
れ
る
り
っ
ぱ
な
議
員
を
正
し
く
選

び
た
い
も
の
で
あ
る
。
村
議
会
議
員

役
場
前

広
場
を
舗
装

去
る
八
月
中
頃
、
役
場
前
の
広
場

が
舗
装
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
車
が
多

く
な
り
、
地
盤
が
い
た
み
、
管
理
面

に
お
い
て
も
、
そ
の
都
度
の
補
修
も

選
挙
の
日
程
は
、
十
月
二
十
四
日
告

示
と
同
時
長
立
候
補
届
出
の
受
付

開
始
、
二
十
五
日
が
立
候
補
届
出
の

〆
切
り
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
十
月
三
十
一
日
の
投
票
日

に
、
旅
行
や
仕
事
の
都
合
で
投
票
所

へ
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
人
は
、
十

月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
ま
で
役
場

で
、
不
在
者
投
票
が
で
き
る
こ
と
」
・

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
持
参

し
選
挙
管
理
委
員
会
に
申
し
出
て
も

ら
い
た
い
。

容
易
で
な
く
、
又
、
駐
車
も
き
ち
ん

と
で
き
な
い
な
ど
を
解
消
す
る
た
め

舗
装
さ
れ
た
訳
だ
が
、
こ
れ
で
地
盤

も
い
た
ま
ず
、
す
み
ま
で
つ
か
っ
て
．

駐
車
も
き
れ
い
に
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
な
お
、
経
費
は
約
九
十
万
円

で
あ
る
。
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税
金
の

　
　
　
　
　
　
つ
か
い
み
ち

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
道
路
や

住宅を

つ
く
っ
た
り
、
学
校
を
建
て

た
り
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
の
め

ん
ど
う
を
み
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
仕
事
に
使
わ
れ
る
お

金
は
、
大
部
分
が
私
た
ち
の
納
め
た

税金でま

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
昭

和
四
十
六
年
度
の
国
の
一
般
会
計
予

算
は
、
約
九
兆
四
千
百
四
十
三
億
円

で
、
こ
の
う
ち
約
九
割
が
税
金
で
す

そ
こ
で
、
私
た
ち
が
国
に
納
め
て
い

る
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い

る
か
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
説
明
し
ま

し
ょ
い
つ
　

　
◇
　
社
会
保
障
の
充
実
の
た
め

　
私
た
ち
は
、
思
い
が
け
ず
病
気
に

か
か
っ
た
り
、
け
が
を
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
も
し
、
不
幸
に
し
て
そ

の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
し
て

も
現
在
は
す
べ
て
の
人
が
医
療
保
険

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

か
ら
安
い
負
担
で
十
分
な
医
療
が
で

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
た
ち
は
い
ず
れ
年
を
と

り
、
収
入
が
な
く
な
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の

よ
う
な
時
の
た
め
に
厚
生
年
金
、
国

民
年
金
な
ど
の
年
金
保
険
が
あ
り
、

こ
れ
に
つ
い
て
も
私
た
ち
国
民
の
す

べ
て
が
、
そ
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
保
険
や
年
金
保
険
に
必
要
な

　
　
　
　
　
　
　
　
①

経
費
は
、
す
べ
て
保
険
料
で
ま
か
な

わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
国
の
お

金
が
か
な
り
使
わ
れ
て
お
り
、
昭
和

四
十
六
年
度
予
算
で
は
、
こ
の
よ
う

な
社
会
保
険
に
七
千
二
十
二
億
円
が

使
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
生
活

に
困
り
、
最
低
限
度
の
生
活
さ
え
で

き
に
く
く
な
っ
た
と
き
は
、
生
活
保

護
制
度
に
よ
っ
て
保
護
の
手
が
さ
し

の
べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

こ
の
ほ
か
老
人
ホ
ー
ム
や
国
立
コ
ロ

ニ
ー
の
充
実
な
ど
の
た
め
に
一
般
会

計
か
ら
は
、
そ
の
一
四
・
三
％
に
あ

た
る
一
兆
三
四
四
一
億
円
が
使
わ
れ

ま
す
。

　
な
お
、
恩
給
関
係
に
も
、
一
般
会

計
か
ら
そ
の
三
・
六
％
の
三
三
六
〇

億
円
が
使
わ
れ
ま
す
。

◇
　
社
会
資
本
の
整
備
の
た
め

　
道
路
、
港
湾
、
住
宅
、
上
下
水
道

ダ
ム
な
ど
の
よ
う
に
、
私
た
ち
の
生

活
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
公
共
施
設

を
社
会
資
本
と
い
い
ま
す
。

　
道
路
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
道

路
整
備
第
六
次
五
力
年
計
画
の
第
二

年
目
で
、
改
良
、
舗
装
が
着
実
に
す

す
め
ら
れ
て
お
り
、
昭
和
四
士
ハ
年

度
末
に
は
一
級
国
道
の
約
八
六
％
の

舗
装
が
完
了
す
る
見
込
み
で
す
。

　
ま
た
、
信
号
機
や
歩
道
な
ど
の
施

設
の
充
実
に
も
力
を
入
れ
る
ほ
か
、

市
街
地
の
道
路
で
あ
る
街
路
の
整
備

に
も
お
金
が
吏
わ
れ
ま
す
。

住
宅
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
第

二
期
住
宅
建
設
五
力
年
計
画
の
第
一

年
目
に
あ
た
り
、
約
六
四
万
戸
の
住

宅
が
建
設
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
港
湾
、
空
航
、
、
下
水

道
な
ど
の
整
備
が
行
な
わ
れ
て
お
り

治
山
治
水
に
つ
い
て
も
中
小
河
川
な

ど
の
改
修
、
ダ
ム
の
建
設
、
重
要
水

系
の
砂
防
事
業
な
ど
に
重
点
を
お
い

て
工
事
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
資
本
の
整
備
の

た
め
に
、
一
般
会
計
か
ら
一
七
・
七

％
に
あ
た
る
一
兆
六
六
五
六
億
円
が

使
わ
れ
ま
す
。

◇
教
育
と
科
学
技
術
の
振
興
の
た

　
め
に

　
私
た
ち
の
教
育
は
、
義
務
教
育
か

ら
は
じ
ま
り
ま
す
が
、
小
学
校
、
中

学
校
の
教
育
に
対
し
て
、
た
く
さ
ん
。

．
…
…
￥
…
…
、
…
…
￥
…
…
￥
…

　
　
　
　
　
　
去
る
八
月
＋
九
日

舞子ども会リーダー研修会正
し
く

ー
と
し
て
の
心
が
ま
え
を
、

の
お
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
公
立
の
小
、
中
学
校
に
対

し
て
は
、
教
職
員
の
給
与
費
や
教
材

費
を
、
国
と
地
方
公
共
団
体
と
で
二

分
の
一
ず
つ
負
担
し
て
い
ま
す
。

　
義
務
教
育
に
対
す
る
国
の
援
助
は

こ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
、

義
務
教
育
を
受
け
る
す
べ
て
の
生
徒

に
、
教
科
書
が
無
償
で
配
ら
れ
て
い

一
ま
す
。

き
の
こ
の

　
　
見
分
け
方
講
習

来
た
る
十
月
十
二
日
、
午
前
十
時

よ
り
、
役
場
議
場
に
お
い
て
、
キ
ノ
コ

の
見
分
け
方
講
習
会
が
開
か
れ
ま
す

　
こ
の
講
習
会
は
、
時
期
的
に
キ
ノ

コ
の
出
ま
わ
る
季
節
で
も
あ
り
、
ま

た
年
々
キ
ノ
コ
の
食
中
毒
に
よ
る
事

故
が
増
加
し
て
お
り
、
食
べ
ら
れ
る

キ
ノ
コ
と
、
毒
キ
ノ
コ
の
正
し
い
見

わ
け
方
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
し
て

開
か
れ
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
講
師
に
は
、
十
日
町
高
等
学

校
の
酒
井
先
生
を
ま
ね
き
、
キ
ノ
コ
に

つ
い
て
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
、

ま
た
、
キ
ノ
コ
の
鑑
定
も
行
い
ま
す

の
で
、
鑑
定
ご
希
望
の
方
は
、
キ
ノ

コ
を
ご
持
参
下
さ
い
。

へ　　
か
ら
ニ
ナ
ヨ
に
か
け

峡
て
・
中
里
撃
ど
も

津
会
マ
ダ
ー
研
修
会

室
目
が
清
津
峡
に
お
い
て

う
ら
ノ

て
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た

つ
　
当
日
は
、
四
茗

　
　
近
く
の
リ
ー
ダ
ー
が

も
リ
ユ
ッ
ク
に
・
米
・

｝
つ
ミ
ソ
、
野
菜
、
カ
ン

一
」
ズ
メ
な
ど
を
つ
め
、

ん
ハ
ン
ゴ
ウ
を
も
っ
て

よ
宿
舎
の
清
津
舘
へ
到

‘
着
し
、
服
部
武
男
会

一
泊
二
日
の
研
修
会
を
規
則

、
有
意
義
に
か
つ
、
リ
ー
ダ

　
　
　
　
　
　
　
つ
ち
か
，

っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
挨
拶
に
つ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

づ
い
て
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
　
で
楽
し
い
夕
食
、
夜
は
、
キ
ャ
ン
プ

公
民
舘
職
員
に
よ
る
ゲ
ー
ム
を
い
ろ
フ
ァ
ィ
ヤ
ー
で
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

い
ろ
や
っ
て
、
夕
食
の
仕
度
、
ゆ
る
ス
と
前
半
の
一
日
を
終
了
し
た
。

す
ぎ
る
カ
レ
ー
こ
げ
つ
い
た
カ
レ
ー
　
明
け
て
二
日
目
は
、
よ
う
や
く
な

黙縛、

馨
議
墨
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
瓶
ゾ

れ
た
手
つ
き
で
、
朝
食
の
仕
度
、
昼

食
の
お
に
ぎ
り
を
つ
く
っ
て
清
津
峡

探
勝
を
行
な
い
、
午
後
は
み
ん
な
で

水
泳
を
お
こ
な
い
、
三
時
近
く
全
日

程
を
終
了
し
た
。

東
田
沢
に
火
事

去
る
士
百
午
前
七
時
頃
、
東
田

沢
、
村
山
与
惣
治
さ
ん
の
た
ば
こ
乾

燥
所
か
ら
出
火
、
同
建
物
木
造
二
階

建
二
十
五
坪
と
乾
燥
機
及
び
積
込
ま

れ
て
い
た
葉
た
ば
こ
約
八
O
O
K
を

全
焼
し
た
。
損
害
約
二
〇
〇
万
円

原
因
は
乾
燥
バ
ー
ナ
ー
か
ら
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
当
の
村
山
さ
ん

は
「
ま
っ
た
く
申
訳
な
い
、
多
く
の

人
々
を
お
さ
わ
が
せ
し
て
し
ま
っ
た

只
々
お
詫
び
し
ま
す
」

と
語
っ
・
て
い
た
。

漁
・
薯
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
と

写真㊤メッコにならぬよう、祈りながら……・

㊦おまえたちの作ったカレーにしちゃ上出来だ

ノ慌

レ
ー
し
て
、

マ
マ
峠
、
健
康
明
る
い
家
庭

十
月
の
婦
人
バ
レ
・

ボ
ー
ル
の
練
習
日
は
七
F

一
十

日
で
す
。
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第
十
六
回
村
民
運
動
会

　
　
第
五
チ
ー
ム
ニ
連
勝
な
ら
ず

　
去
る
八
月
二
十
五
日
、
田
沢
校
グ

ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
村
主
催
、
公
民

舘
主
管
の
も
と
に
第
十
六
回
村
民
運

動
会
が
盛
大
に
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た

　
こ
の
運
動
会
は
、
村
民
の
親
睦
融

和
を
図
り
、
体
育
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
、
心
身
を
き
た
え
、
民

主
的
で
明
朗
な
村
民
の
気
風
を
つ
く

ろ
う
と
い
う
趣
旨
の
も
と
に
行
な
わ

れ
た
も
の
で
す
。

当
日
は
、
前
日
の
雨
で
グ
ラ
ン
ド

コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
、
あ
ま
り
良
く

な
く
、
朝
か
ら
雨
が
落
ち
て
き
そ
う

な
気
配
で
あ
っ
た
。
ま
た
今
年
は
平

日
で
も
あ
り
、
参
加
者
の
出
足
が
心

配
さ
れ
た
が
、
朝
早
く
か
ら
応
援
団

が
か
け
つ
け
、
例
年
に
な
義
皿
り
上

り
を
見
せ
、
競
技
開
始
の
頃
に
は
、

　　　　　　一繭獺纈麟

離犠嫡ざ
．ン．　雰

　　　　　，鍵輪’燭

脚
繕
鰭

、
難
蒙

9
懸
　
　
、
灘
、
難
、

　
　
　
　
び

．
．
、
轟
搬
『

き
、
概
〆
噂

　
　
　
ヤ
　
グ

織，

鮮
識 糠・

撒
螺
蕪
凸
』

．
熱
顎簿

灘難麟

鍵

天
候
も
回
復
し
、
夏
の
強
い
日
差
の

．
中
で
白
熱
し
た
競
技
が
開
始
さ
れ
た

な
お
、
総
合
成
績
は
次
の
通
り
、

優
勝

第
二
位

第
一
一
一
位

第
四
位

第
五
位

隻
ハ
位

第第第第第第
六一五二三四
チチチチチチ
1－l　l　l　l　I
ムムムムムム

（
写
真
㊤
は
ボ
ー
ル
送
り
の
一
コ
マ

㊥
は
幼
児
レ
ー
ス
で
、
村
長
さ
ん
か

ら
ガ
ム
、
ア
メ
玉
な
ど
を
い
た
だ
い

て
い
る
幼
児
。
㊦
足
な
み
そ
ろ
え
て

ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、
む
か

耀
鯉
細

齢
麟
蕾
礎

欝灘

繊欝騨撚

で
競
走
の
一
コ
マ
）

剣道昇段審査に

スポーツ少年団員7名合格

去
る
八
月
二
＋

二
日
、
十
日
町
市

市
民
体
育
館
で
行

な
わ
れ
た
、
剣
道

昇
段
審
査
に
中
里

村
体
育
協
会
剣
道

部
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
か
ら
、
団
員
六

名
と
指
導
者
の
河

内
先
生
（
田
沢
小

）
が
参
加
、
兄
事
昇
段
試
験
に
合
格

F
し
ま
し
た
。

ぢ　　ぼダ　

撫

な
お
、
昇
段
者
は
次
の
通
り
で
す

三
段

初
段

〃〃〃〃
　
〃

河内千明

（
田
沢
小
）

樋
口
典
昭
（
田
沢
中
）

上
原
久
和
（

上
原
尚
人
（

上
原
均
（

富井

保
男
（

士
・
楽
広
士
心
（

〃〃〃〃〃

お
願
　
い

　
　
　
田
沢
郵
便
局

　
郵
便
局
で
配
達
す
る
ま
で
に
破
損

し
た
り
、
郵
便
局
で
包
装
を
や
り
直

さ
な
け
れ
ば
送
れ
な
い
小
包
が
全
国

で
一
日
に
約
五
千
個
も
あ
り
、
全
引

受
物
数
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
り

秋
の
交
通
安
全
運
動

　
　
　
9
月
2
7
日
～
1
0
月
6
日

秋
の
交
通
安
全
運
動
が
九
月
二
十

ヒ
日
か
ら
行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
の
目
的
は
、
歩
行
者
、
運

転
者
、
運
転
者
の
雇
主
、
そ
の
他
陸

上
交
通
に
関
係
の
あ
る
す
べ
て
の
者

に
、
交
通
安
全
思
想
の
周
知
徹
底
を

三
3
3
三
…
歯
…
呈
●
“
…
騨
…
『
三
i
一
…
鳴
三
一
＝
働
一
＝
チ
も
．
』
＝
，

中
里
文
芸

　
　
　
　
九
月
投
稿

　
　
短
歌

　
　
　
雑
詠
　
三
首
　
　
　
美
沙
緒

足
早
の
秋
感
じ
て
か
野
の
道
に

　
エ
ン
マ
コ
オ
ロ
ギ
の
姿
あ
わ
れ
に

・
昔
は
野
良
に
働
く
暮
ら
し
な
れ
ど

　
昨
日
も
今
日
も
機
に
明
け
暮
る

あ
れ
こ
れ
と
迷
い
求
め
し
エ
プ
ロ
ン

　
を
抱
い
て
急
が
ば
入
日
ま
ぶ
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
了

生
活
の
試
練
麟
賓
髪
す
で
に
白

　
手
を
休
め
て
新
聞
見
る
老
人

紅
生
姜
、
沢
庵
海
苔
と
塩
辛
と
湯
を

　
た
ぎ
ら
し
て
喰
う
我
れ
の
晩
餐

　
　
俳
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

秋
深
し
吾
れ
騎
馬
と
な
り
矢
の
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

ま
す
。
書
類
な
ど
、
中
味
の
重
い
も

の
は
、
箱
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
で
包

み
、
ヒ
モ
で
し
っ
か
ヶ
と
荷
造
り
を

し
て
破
損
し
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。図

り
、
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
の
実
践

を
習
慣
づ
け
、
交
通
事
故
防
止
の
徹

』
底
を
は
か
る
た
め
に
行
な
わ
れ
ま
す

重
占
…
目
標

一
　
歩
行
者
事
故
、
と
く
に
子
供
と

　
　
老
人
の
事
故
防
止

二
　
飲
酒
運
転
の
防
止

三
　
安
全
運
転
の
確
保

離
れ
ゆ
く
冷
え
し
車
窓
に
子
の
素
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
丘

ジ
ン
タ
止
み
奈
落
の
裸
灯
へ
ち
、
・
ろ

鳴
く
　
　
　
　
　
　
　
梢
陽

望
郷
の
栗
弾
け
を
り
瞼
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
雪

虫
の
音
を
硫
き
込
む
刻
の
素
直
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
記

新
小
豆
煮
る
湯
気
白
し
雨
の
冷
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
末
知

厄
日
過
ぐ
黄
金
の
幻
想
農
日
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

花
茗
荷
食
ぺ
し
は
風
の
日
の
故
郷

　
…
…
…
…
…
齢
…
…
…
…
…
2
…
…
一
…
…

原
稿
募
集

　
公
民
舘
で
は
’
「
な
か
さ
と
」
の
原

稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
建
設
的
な

意
見
や
感
想
、
ま
た
、
詩
、
短
歌
、

俳
句
、
随
筆
な
ど
公
民
舘
あ
て
投
稿

し
て
さ
い
。


